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'
三
.田
學
會
雜
誌
:-
笫

四

十-/
\

卷 

'第
-三

激

.

.

反
動
'.

(

さ
き
の
株
仲
間
統
制
を
は

じ
め
と
す
る
諸
政
策) 

'を
媒
介
と
し
て 

農
民
的
商
品
經
濟
、
.そ
.の
ブ
：
ル
、ジ3;
ア
的
發
M

が
分
裂
せ
し

め

ら

れ

た.こ 

と
を
意
味
'す
る
。 

■

,

そ
し
.て
か
か
'る
分
裂
政
策
は
、
農
村
支
：配

者

層(

上
層
農
民)

の
特
權 

化
、
領
主
的
コ
I

ス
へ
の
.
■
入
と
い
ぅ
形
で
蓀
末
期
に
あ
ら
わ
れ
ズ
來
る
" 

が
'、
明
治
以
後
と
く
に
十
四
年
の
政
變
以
降
に
な
っ
て
新
し
.い
，'よ
り
明
確 

な
形
を
ど
る
。
ず
な
わ
.ち
、
明
治
十
四
年
以
降
の
政
府
の
財
政
經
濟
政
策 

は
、
特
歡
的
政
商
資
本
：の
工
場
資
本
へ
の
轉
化
を
保
護
育
成
.し
た
ば
か
り 

.で
な
く
、
地
方
農
村
に
お
け
る
か
っ
て
の
村
落
支
配
者
層
八
寄
生
地
主=

 

マ
-

1

ュ
フ
ァ
タ
チ
.ュ
ア)

:を
貧
■
丨
一
'般
農

民
層〈

小
作
人
：

=

プ

？
レ
タ 

■
リ
ア
ー
ト)

‘
か
ら
保
難
し
特
權
化
せ
し
め
_る
こ
■と
‘と
な
り
、
、「

上
か
ら」

' 

の
國
會
開
設
に
よ
っ
て
板
垣
の
い
わ
ゆ
る「

豪
家
ノ
農
商」

の
國
政
べ
の 

參
加
の
道
を
開
い
て
、
か
れ
.ら
の
專
制
政
府
に
對
ず
る
攻
擊
を
挫
^
せ
し 

め
る
役
|̂
.を
果
し
'た
.
.'
°.
.
.
.
.

 

‘ 

.

.

.

.

.

.

. 

.

か
く
し
て
.、
舊
蓀
藩
體
制
の
領
主
的
土
村
所
有
に
‘代
る
農
民
的
土
地
所 

有

(

そ
の
內
容
は
哿
生
地
主
的
土
地
所
有)

を
物
質
的
基
；礎
と
し
、

「

豪 

家
ノ
農
商」

1を
階
級
的
基
盤
と
す
る
絕
對
主
義
天
皇
制
が
確
立
：す
る
：の
で
. 

あ
っ
た
。

.

, 

.

,

..

以

上

を

.#
'

す
る
に
、
明
治
維
新
，(

氏
.は
、」

こ
の
時
期
を
天
保
八
年
か
ら 

明

治j

セ
年
又
は

一一一一

年
ま
で
と
.す
る)

の
政
治
過
程
は
、
維
新
の
主
體 

勢
力
た
る
村
落
支
配
者
層
が
惣
西
姓
一
揆
を
通
じ
て
國
家
權
力
の
中
べ
進 

出
し
て
行

く

過

程

で

あ

..っ

.て

(

こ
れ
に
應
じ
て
權
力
の
性
格
は
.純
粹
封
建• 

的
な
も
の
か
ら
絕
對
主
義
的
な
も
の
へ
と
變
化
し
て
行
く)

、

そ
れ
故
、
 

さ
き
の
小
營
業
段
階
は
こ
の
絕
對
主
義
形
成
期
の
農
民
鬪
爭
の：

形
態
た
る
. 

惣
西
姓
一
揆
を
規
定
す
る
經
濟
規
定
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

.
'本
書
の
發
表
に
よ
っ
て
、
堀
江
氏
の
'從
來
の
見
解
を
，經
濟
主
義
と
す
る 

批
判
は
最
早
當
ら
ぬ
も
の
と
な
っ
た
と
い
え
よ
ぅ
。
と

く

，に

毛

澤

東

の

.矛 

盾
論
の
適
用
に
よ
つ
て
、
' 
今
ま
で
と
か
く
不
明
確
で
あ
つ
た
^
■
■體
制
'の
，.

.

.

:七
1
ー
.

(

ニ
五
六)

.

.

-

 

.

.

■

 

■

.

,

諸
矛
盾
が
見
事
に
整
理
さ
れ
、
'藤
田
五
郎
氏
な
ど
に
見
ら
れ
.た
三
っ
の
階 

級
關
係
と
い
う
平
面
的
な
見
解
は
、

：こ
れ
に
よ

っ
て
'完
全
に
克
服
さ
れ 

.
た
。
：又
經
濟
規
定
の
面
に
っ
い
て
も
、

「

農
民
的
土
地
所
有」

範
疇
の
大 

靡
な
適
用
匕
よ
っ
て
、
#

生
地
主
制
の
半
封
建
性
の
積
極
的
な
解
明
が
意 

圖
さ
れ
、
豪
農
に
對
立
.す
る
'
:一
般
農
民
層
の
中
か
ら
、
厳
密
な
意
味
で
の 

T

中
農
層」

に
っ
い
て
の
意
義
と
役
割
に
注
目
さ
れ
て
い
る
等
、

い
わ
ゆ 

る

「

'二
っ
の
途」

の
.問
題
は
よ
り
發
展
的
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
。

.

,

し
か
し
そ
の
反
面
、
殘
さ

れ
た
問
題
も

ま
た
幾
っ
か
あ
.る
。
例
え
ば
、 

階
級
關
.係
の
.變
更
、
矛
盾
.の
位
置
の
轉
衡
に
.よ
っ
て
成
立
し
た
維
新
體
制 

の
矛
盾
©.
構

造

(

こ
れ
は
第
六
章
の
第
三
節
に
明
示
さ
れ
て
い
る)

.
が
、

こ
の
體
制
の
卞
で
確
立
す
る
日
本
資
本
主
義
o'
諸
矛
盾
と
ど
の
よ
う
に
っ 

な
が
る
の
で
あ
ろ
う
か

、.
こ
の
點
は
た
し
か
に
本
書
の
領
域
外
の
問
題
で 

あ
ろ
う
が
、
維
新
史
硏
究
に
と
っ
て
は
殘
さ
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
 

.
又

，矛
盾
，の
側
面
を
な
す
諸
階
層
、
と
く
に
村
落
支
配
者
層
や
一
般
農
民 

層

c
-i
り
わ
け
中
農
層)

の
性
格
規
定
が
積
極
的
に
な
さ 
>れ

.て

い

な

い

た 

.め
、
今
'ま
で
い
わ
ゆ
る
構
造
分
析
の
觀
點
か
ら
の
み
こ
の
規
定
を
行
っ
て 

,
い
た
一
.般
の
'方
法
が
何
故
、
又
い
.か
.に
.改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
、

こ 

'の
邊
明
瞭
で
な
い
憾
み
が
あ
る
。
更
に
、
農
民
層
の
分
解
に
お
け
る
中
農 

層
の
'問
題
に
づ
い
.て
は
、
天
保
期
に
お
け
る
そ
の
上
昇
の
.挫

折•

分
解
が 

地
主
手
作
の
解
體
の
中
で
詾
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
地
主
手
作
が
古
い 

.
農
奴
主
經
營
的
性
格
の
も
：の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
性
格
は
中 

農
層
の
場
合
に
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
叉
村
落
支
配
者
層
の
性
格 

:規
定
に
關
連
し
て
、
.本

書
で
は「

寄
生
地
主
H
、マH

ュ
フ
ァ
ク
チH

ア」

- 

な
る
毓
_

が
、

フ
ラ
.
ン
ス
の
場
合
の「

市
民
的
土
地
所
有」

の
事
例
を
論 

據
と
.し
て
、
極
め
そ
當
然
の
も
.の
と
し
て
前
提
さ
れ
て
い
る
が
、
果

し
て 

こ
の
よ
う
な「

型」

、
_

_
が
何
故
成
立
し
得
る
の
か
、
.
こ
の
.問

題

も

今 

ま
で
の
櫳
造
分
析
の
制
約
.を
は
な
れ
て
考
え
ね
.は
.な
ら
ぬ
問
題
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
明
治
維
新
史
硏
究
.に
お
け
る
本
書
の
意
義
は
，舊

著

.

「

存
狃

形
態」

の
そ
れ
に
劣
ら
ず
大
き
な
も
の
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
.い
0
.S(

有
斐 

閣
、

ニ
ニ
ニ
頁
、
昭
和
ニ
十
九
年
九
月U

十
五
日
、
八
5

版
、
三
〇
〇
圓)

■
 

0 

, 

(

尾
城
太
郞
丸

)

，
さ
.
ぃ

き

ん

の

日

本

の

經

濟

學

界

の

あ

た

ら

し

い

傾

向

.
の

.

1

0

と

し

て
'經 

濟

學

.史
の
研
究
が
さ
か

.ん
と
な
つ
て
き
た
：こ
と
が
あ
げ
：ら
れ
ネ
.で
あ

ろ

. 

'う
。

い
ま
；そ
の
う
ち
か
ら
注
目
す
べ
き
勞
作
と
し
て
つ

.ぎ
の

.も

の

を

あ

げ 

た
い

。
I
 
‘
■■
:
 

:

.

.

.出
口
勇
藏
氏
編『

經
濟
學
史』

'

(

昭
和
二
八
年
、

、、、
ネ
ル
ヴ

T
書
房)

-:

.

.內
田
義
彥
氏
著
，

f

經
濟
學
の
生
誕』

C

昭
和T

一
 

.
八
年
、
未
來
社)

• 

•

水
田
洋
氏
著

.

『

近
代
人
の
形
成』

(

昭
和
一
一
九
年
、

東

京

大

學
.出
版
會) 

水

田

洋

氏

著『

ア
ダ
ム

'
•
ス
ミ
ス
研
究
入
門』

.

.

(

昭
和
ニ
九
年
、
V
未
來

'

，社)

'

ぃ

. 

-
.
.
.
.
■
'

:

高

鳥

善

哉

氏

編『

古
典
學
派
の
成
立』

：(

昭
和
ニ
九
年
、

河
出
書
房
、

.

Y

經
濟
學
.全
集』

第
二
卷〉

.

.

さ
い
ご
の
書
物
は
、
私
自
身
も
執
筆
者

.の
一
人
な
の
で
こ
こ
に
揭
げ
る

-
;
. 

の
を
い
さ
さ
か
ち
ゆ
う
ち
よ
し
た
が
、
.私
の
論
稿
は
别
と
し
て
：.、
.
,0
本
に 

お
け
る
ス

.ミ
ス

^'
究
の
水
準
を

j7r
<
す

も

の

と

し

，て>
ま
■た
ス
ミ
ス
研
究
の 

問
趄

—

の
所
在
を
示
す
も
の
と
し
て
”

充
分
に
注
因
に
あ
た
い
す
る
と 

思
う

。：

。
.
/
. _' 

ノ 

'

■-■ 

■

■そ
し

_て
い
ま
こ
こ
に
紹
介
の

.對
象
と
す
る
久
留
間
、

玉

野

井

兩

氏

め

共
:■ 

著

『

經
濟
學
史』

も
日
本
に
お
け
各
經
濟
學
史
の
在
り
方
‘

つ
い
て
反
省 

の
ぃ
と
ぐ
ち
を
あ
た
え
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て

.よ
い

P
著
者
た
ち
の

.

.

ぼ
し
が
き
に
よ
れ
ば
、「

本
書
は
、
マ
ル
ク
ス
に
先
行
す
る
經
濟
學
の
歷
史 

を
對
象
と
し
て
、

.科
學
と
し
て
の
經
濟
學
の
發
厥
の
大
筋
を
、

.そ
の
主
流

'

■に
卽
し
て
で
き
る
だ
け
.
JE
確
P
描
出
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
o J

こ 

こ
で
主
流
と
ぃ
ゎ
れ
て
•

い
る
も
の
は

、
.

(

第
一
章)

「
概
說」

に
お
い
て
資 

本
主
義
の
發
展
.に
.照
應
し
て
區
分
さ
れ
た
經
濟
學
：の
段
階
に
し
た
が
.つ
て 

'ケ
ネ
：丨
に
よ
つ
.て
代
表
さ
れ
；る「

フ
'
.
.ィ
ジ
オ
ク
ラ
シ
ー」

(

.第
一
一
章

)

、
ス
ミ 

ス
お
.よ
び
リ
.

'̂:
!
:
-ド
'オ
に
よ
.つ
て
代
表
さ
れ
る「

古
典
學
派」

(
第
三
章)

、
 

マ
ル
サ
ス
：
■'
ト

レ

ン

.

ズ
、
，ベ；
ィ

リ

ー

、

J

 
•

ミ
ル
に
よ
つ
て
代
表
さ
れ
る 

.

「

古
典
學
派
の
解
體」

(

第
四
章)

、，
さ
い
.ご
に
ホ
ジ
ス
キ
ン
、
ラ
:ム
ジ
ィ
、
 

ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
よ
つ
て
代
乾
さ
れ
る「

古
典
學
派
か
ら
マ
ル
ク
ス
へ
の
過 

渡」
(

第
五
章)

一
で
あ
：る
。
；
こ
の
.う
ち
第
1
章
->
第
一1

章
お
よ
び
第
三
章 

へ
を
久
留
間
氏
が
擔
當
さ
れ
ヽ
第
四
軍
、
第
五
章
を
玉
野
井
氏
が
擔
當
さ
れ 

て
.い
る
。
久
留
間
氏
の
執
筆
部
分
は
同」

氏
の

舊

著I

經
濟
學
史』

@

和 

ニ
三
年
、
河
出
書
房)

を
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
ん
。
ま
た
玉
野
井
氏
の 

.執
筆
の
主
埂
部
分
は
同
氏
‘の
著
書『

リ
ヵ
ア
ド
オ
か
ら
マ
ル
ク
ス
へ』

(

昭 

和
ニ
九
年
、
新
評
論
社
.

)

を
さ
ら
に
翦
約
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ 

.
う
い
^
意
味
で
本
誊
は
充
分
の
準
備
と
撿
討
を
經
た

い
わ
ば
手
堅
い
勞
作 

.

.

.で
あ
.る
。
.
.
.

ン
本

書

で

あ

つ

か

わ

：れ
.る
時
代
は
前
述
の
如
く
フ
ィ
.ジ
オ
ク
ラ
シ
' —

か
ら 

マ
.ル
ク
ス
の
あ
ら
わ
れ
る
以
前
ま
で
で
あ
る
が
、
あ
つ
か
わ
れ
る
間
輝
は 

、
主
と
し
て
價
値
输
'で
あ
^
0
. く

ゎ

し

く
.1
'
ぇ
ば
、
：.價
値
論
、
剩
餘
價
値
論
、
 

生
產
價
糌
論
で
あ
る
◊
、'
だ
か
ら
本
書
は
實
質
的
に
名
ず
け
れ
、ば
、
丨
長
洲 

.
r
j氏
：の
適
切
に
い
わ
れ
で
■い

る

よ

う

：に(『

思

想

，！.
昭

和

ニ

九

年

ニ

ー.
 

，
月

號)

i

.「

ィ
ギ
リ
ス
古
典
派
價
値
論
史」

で
あ
.る
。

こ
れ
か
ら
た
だ
ち 

に
類
推
さ
れ
る
こ
と
は
、'
本
書
が
マ
.ル
ク
ス
.の

『

剩
餘
價
値
學
說
史』

全 

三
卷
.に
依
據
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
0

.じ
つ
さ
.い
、
內
容
を
み
れ 

ば
、
/『

剩
餘
價
値
學
說
史』

に
極
め
て
忠
實
に
依
據
し
.で
、
.
同

'--
の

問

題
 

を
追
求
ぶ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
\°
/
た
と
ぇ
ば
、
第
三
章
の
古
典
學
淤
の 

部
分
で
■は
.、.：『

剰
餘
債
値
學
說
史』

.

.

.の
第
一
、
ニ
.卷
に
お
け
る
ス
ミ
ス
、
 

.リ
ヵ
ー
；ド
t
批
判
に
し
，た
が
つ
て
、
價
値
論
の
'基
本
命
題
が
分
析
さ
れ
た

V
 

: 

一
 

：

：

七
3

. 

(

ニ
五
七)

-

,

:書

評

及

び

^

介

.

久

留

間

鮫

造.
0

 

玉

野

弁

芳

郞t

『

經

濟

學

史』



8i竭
!

i i
h

I
i

.

,
.
三
田
學
會
雜
誌
ハ
第
四
十
八
卷
..：
第
三
.號

..：
；

-■'
.
 

.

.
- ノ 

■.,
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.
り
、.
剩

餘

價

値

，の

源

泉

觀

が

檢

討

：さ
れ
，た

り

，

(

第
一
一
節
>
、

剩
餘
價
値
と
ノ 

利
潤
と
平
均
利
潤
と
の
混
同
.が
批
判
さ
れ
た
り
.:<

第

三

節

；}.、
：
價

値

の

生 

產
價
格
へ
の
轉
化
の
無
.理
解
が
：論
難
さ
れ
た
り
'し

て

い

る

パ

第

四

節

)

.
。 

ま
た
、
第
四
章
の
古
典
學
派
.の
解
體
の
：部
分
で
は
、解
體
の
契
機
'と
t

て
、
 

價
値
法
則
を
基
礎
.と
七
_て
'剩
餘
價
値
の
發
生：

や
利
潤
率
の
均
等
化
が
展
開
，
 

さ
れ
な
か
っ
た
こ—
と
が
あ
げ
.ら
‘れ
て
い
る
。

岡
茂
男
氏
.が
、
本

書

を

評

し 

.

.て
、
，：

「

こ
.：こ
.に
ヶ
，ネ

ー

か

らマ
ル
ク
ス
に
至
：る
科
學
と
し
.て
の
經
濟
學
の 

燦
展
史
が
初
めV

 

.

『

剰

餘

價

値

，學

說

史

J
,

に
則
し
て
統
一
的
か
っ
體
系
的 

に
敘
述
さ
れ
た」

と
の
ベ
ら
れ
る
所
以
で
.あ
る
。

(『

日
本
睛
書
新
聞』

、
 

昭
和
ニ
九
牟 

一
o
月

一
一
日
璘)
ま
た
吉
澤
芳
樹
氏
が『

剰
餘
價
値
學
說 

史』

-
の
.手
堅
い
.一
解
說
書
で
あ
る
と
同
時
.に
"
-『

資

本

論』

.
の

理

解

を

侧 

砥
か
ら
深
め
るV

の
と
も
な
つ
て
い
る
0』

と
の
.ベ
ら
れ
.る

所

以

で%•
あ 

る
。(『

圖

書

新

聞JT

昭

和

ニ
.九

：
年

.
ニ

月

ニ

ニ

日

號

)

だ
が
實
.は
こ
こ
に
問
題
が
あ
.る
の
で
\あ

，る
。『
剩

餘

價

値

學

說

史

』

へ
に 

則
し
て
經
濟
學
史
の
著
述
を
す
る
と
い
^

と
と
は
’

は

た

し

て

な

ん

^

ち 

經
濟
學
史
の
硏
究
に
從
鄯
す
.る
も
の
と
し
て
，
た
だ
し
い
態
度
で
あ
ろ
う 

か
？

い
う
ま
で
も
な
く『

剰
餘
價
値
學
說
史』

に
依
據
し
て
經
濟
學
め
歷 

史
を
檢
討
す
る
と
い
う
こ
と
自
體
は
あ
や
ま
ヷ
で
は
な
い
.。
し
か
し『

剩 

餘
價
値
學
說
史』

は
も
と
も
と
マ
ル
ク
ス
に
よ
つ
.て
體
系
的
に
經
濟
學
史 

と
し
て
執
筆
さ
れ
.た
も
め
で
.は
な
い
。
.そ

れ

はr

剩

餘

價

値

.に

關

す

る

諸 

學
說
'1
_
と
.マ
ル
ク
ス
自
身
に
よ
っ
て
題
さ
れ
た
草
稿
で
あ
认
、『

資
本
論』
 

第
四
卷
と
し
て
千
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
る
は
ず

.の
も
の
で
あ
つ 

た
。

(『

資
本
論』

第
二
卷
序
言
參
照
。> 

す
ル
ク
ス
の
當
初
の
ブ
ラ
ン
で 

は
こ
れ
と
は
別
個
に
、「

經
濟
學
と
社
會
主
義
と
の
批
判
と
歴
史
.

j

が
豫
定 

''さ
九
て
い
た
よ
う
で
あ
.る
。
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マ
ル
ク
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り

ラ
.ツ
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ル
宛
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八
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八
苹
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ニ
一
一
.日
附
書
翰
參
照
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こ
こ
で
私
た
ち
は
マ
ル
ク
ス
の「

輝 

濟
學
ブ
ラ
ン」

に
占
め
る『

資
本
論』

の
位
置
を
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
。 

價
値
論
が
經
濟
學
體
系
の
核
心
を
な
す
に
.し

て

も

、

價

値

論

の

歷

史

.，は
し

七

四

(

ニ
五
八)

，

よ
せ
ん
價
値
論
の
：.歴
史
で
あ
つ
て
本
來
の
經
濟
學
史
か
ら
み
て
相
當
の
距 

離
が
あ
る
•と
.い
わ
ね
ば
.な
ら
，な
い
。
そ
の
こ
.と
が
ひ
と
つ
。
そ
れ
か
ら
、
 

本
書
の
叙
述
檬
式
、
お
よ
.び
そ
れ
を
制
約
す
る
方
法
論
で
あ
る
が
、「

論
理 

主
義」

と
いv

う
言
葉
で
こ
れ
を
特
徴
ず
け
う
る
で
ぁ
ろ
，
'

 
さ
い
き
ん
の 

日
本
の
經
濟
學
界
で
は
經
濟
學
史
吖
方
法
と
し
て
從
來
の
こ
の
よ
う
な
偏 

狹
.固
陋
な
學
說
史
的
方
法
を
克
服
す
る
こ
と
を
一
つ
の
^
題
と
し
て
い 

る
。
，
そ
.の
た
め
に
社
會
經
濟
史
的
ァ
プ
.ロ
1

チ

や

社
'#
思

想

史

的

ァ

プ

ロ 

I

チ
が
採
用
さ
れ
た
り
、
あ
.る
い
は
、

こ
の
よ
う
な
い
.わ
ば「

歷
史
主
義」 

的
方
法
と
上
記
の「

論
理
主
義」

的
方
法
と
の
統
一
が
く
わ
だ
て
ら
れ
た
り 

し
て
い
る
。
は
じ
め
に
掲
げ
た
內
田
、
水
田
.兩
氏
の
’勞
作
は
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こ
の
よ
う 

な
課
題
を
擔
つ
た
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經
濟
學
史
の 
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戰
後
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的
形
態
で
ぁ
.る
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私
は
、

と
ん
、に
ち
經
濟
學
史
を
硏
究
す
る
.も
の
は
、

こ
の
方
法
論
議
を
通
過
す
る
/ 

こ
と
な
し
；に
は
、
自
Q

の
硏
究
に
現
代
的
意
義
を
賦
與
し
え
な
い
と
思 

う
9 
.

し
か
る
に
本
書
中
に
.は
.こ
の
よ
う
な
.間
題
意
識
が
全
く
缺
け
て
'い 

る
。

こ
の
點
、
本
書
は
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前
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論
理
主
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の
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あ
る
舞
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す
る
も
の
で
.あ
る
0
そ
し
て
注
意
さ
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史
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經
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史
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獨
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對
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方
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ま
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學
史
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の
現
代
的
意
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は
何
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る
か
？

こ
の
一
一
つ
の
根 

本
問
題
が
徹
底
的
に
追
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